
災害による被災や、新型コロナウイルス感染症などの影響により、一定以上収入が減少するなど保険料
の納付が一時的に困難になった場合には、徴収の猶予や減免を受けることができる場合があります。
詳細については南丹市発行の広報紙またはホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

口座振替が
便利ね

65歳以上のみなさまへ南 丹
市

八木支所
TEL（0771）68-0020

日吉支所
TEL（0771）68-0030

美山支所
TEL（0771）68-0040

介護保険料の
決め方・納め方
介護保険料の
決め方・納め方

介護保険では介護を社会全体で支えるため、40歳以上の全ての方に介護保険料を納めていただくことに
なっています。
40～64歳の方は健康保険の保険料とあわせて納めていただいていましたが、65歳からは個人ごとに納

めていただくことになります。

納め方は受給している年金の額によって、普通徴収と特別徴収の2通りに分かれます。
※受給している年金とは、老齢(退職)年金・遺族年金・障害年金をいいます。

市の高齢者福祉計画及び介護保険事業計画は3年毎に見直されます。
令和3年度からの第8期計画に基づき、令和3～令和5年度までの介護保険料の基準額が決定しましたの

でお知らせします。

特別な事情がないのに保険料を滞納していると、滞納期間に応じてサービス
利用時に給付の制限を受けることがあります。

介護保険制度は被保険者のみなさまに
納めていただく保険料と公費（税金）
を財源として運営されています。

65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料

令和3年度から令和5年度の介護保険料について令和3年度から令和5年度の介護保険料について

介護保険の財源

介護保険料を
滞納すると？

《1年以上滞納すると》 《1年6か月以上滞納すると》 《2年以上滞納すると》

65歳以上の方の保険料の納め方

普
通
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仮
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収

本
徴
収

年金が年額18万円以上の方 　年金から【天引き】になります

年金が年額18万円未満の方　【納付書】または【口座振替】で納めていただきます。

4月 6月 8月 10月 12月 2月

公費公費

50％

23％

27％
50％

23％

27％

第1号被保険者
（65歳以上の方） 

の保険料

第2号被保険者 
（40歳から64歳までの方）

の保険料

●納入通知書と納付書が同封されている方…納付書で納めていただく方です。市役所（本庁・各支所）または市
　指定の金融機関等で同封の納付書により納期限までに納付をお願いします。
●納入通知書のみ同封されている方…口座振替により納付いただく方ですので、金額を
　ご確認ください。

保険料が前年の所得などに応じて決定するまでの間の3回は、原
則前年度の2月と同額をお納めいただきます。

確定した年間保険料額から仮徴収分を差し引いた額を3回に分け
てお納めいただきます。

●年金の定期支払い時（年6回）に、年金の受給額から保険料があらかじめ差し引かれます。
●年6回ある納期の内、前半の4月・6月・8月を「仮徴収」、後半の10月・12月・2月を「本徴収」として納付いただきます。

●年度途中で65歳になった場合　●年度途中で年金の受給が始まった場合　●年度途中で他の市区町村から転入した場合
●年金が一時差し止めになった場合　●収入申告のやり直しなどで、保険料の所得段階が変更になった場合 など
　※上記の場合、特別徴収が中止になる場合があります。その場合、特別徴収が再開するのは原則翌年の10月以降となり、それまでは普通徴収になります。

年金が年額18万円以上でも、こんなときは普通徴収(納付書または口座振替)になります

利用者負担の割合が引き上げられたり※、
利用料が高額となった場合でも高額介護
サービス費の支給を受けることができな
くなる等のサービス利用時に給付の制限
を受けることになります。
※1割または2割負担の方は3割に、
　3割負担の方は4割になります。

利用者が費用の全額をいったん自己
負担し、申請により後日、保険給付
分が払い戻されます。

利用者が費用の全額を負担し、申請後
も保険給付分の一部または全部が一時
的に差し止めとなったり、滞納してい
た保険料と相殺されたりすることがあ
ります。

R4.6月発行

納付書で納める方は、安心・便利な口座振替がおすすめです。
納付書、預（貯）金通帳、届出印を持って、取扱指定金融機関等でお申し込みください。
※取扱金融機関等：京都銀行・京都信用金庫・京都中央信用金庫・京都農業協同組合・りそな銀行・
　近畿2府4県のゆうちょ銀行・郵便局
※申し込みから口座振替が開始されるまでの月や残高不足などにより引き落としできなかったなどの
　場合は、納付書で納めることになります。

口座振替が
安心・便利です

お問い合わせ先 南丹市役所　高齢福祉課　TEL（0771）68-0006
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南丹市で令和3年度から令和5年度の3年間に
必要と見込まれる介護サービスの総費用

・生活保護受給者
・世帯全員が市民税非課税かつ本人が老齢福祉年金受給者
・世帯全員が市民税非課税かつ本人の前年の課税年金収入額と
　合計所得金額の合計が80万円以下

世帯全員が市民税非課税かつ本人の前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が80万円超120万円以下

世帯全員が市民税非課税かつ本人の前年の課税年金収入額と
合計所得金額の合計が120万円超

世帯に市民税課税者があり本人が市民税非課税かつ本人の前年
の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下

世帯に市民税課税者があり本人が市民税非課税かつ本人の前年
の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円超

本人が市民税課税
かつ本人の前年の合計所得金額が120万円未満

本人が市民税課税
かつ本人の前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満

本人が市民税課税
かつ本人の前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満

本人が市民税課税
かつ本人の前年の合計所得金額が320万円以上400万円未満

本人が市民税課税
かつ本人の前年の合計所得金額が400万円以上600万円未満

本人が市民税課税
かつ本人の前年の合計所得金額が600万円以上

65歳以上の方（第1号被保険
者）の負担分（23%）

南丹市の65歳以上の方
（第1号被保険者）の人数

65歳以上の方の介護保険料の決め方

基準額の算出方法

この基準額をもとに世帯の所得によって11段階に分かれます。

南丹市の介護保険料の基準額 76,320円（年額）＝÷3年

第1段階

段階 対象者 保険料率

基準額×0.30
（基準額×0.50）

基準額×0.50
（基準額×0.75）

基準額×0.70
（基準額×0.75）

保険料（年額）

22,890円
(軽減前38,160円)

38,160円
(軽減前57,240円)

53,420円
(軽減前57,240円)

基準額×0.90 68,680円

基準額 76,320円

基準額×1.20 91,580円

基準額×1.30 99,210円

基準額×1.50 114,480円

基準額×1.70 129,740円

基準額×1.80 137,370円

基準額×2.00 152,640円

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

÷×

・老齢福祉年金を受給して 
　いる

・前年の課税年金収入額＋
　合計所得金額が80万円
　以下

前年の課税年金収入額＋合
計所得金額が80万円を超
え120万円以下

前年の課税年金収入額＋合
計所得金額が80万円以下

前年の合計所得金額が210万円未満

前年の合計所得金額が320万円未満

前年の合計所得金額が400万円未満

前年の合計所得金額が600万円未満

前年の合計所得金額が
120万円未満
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65歳以上の方の保険料額は、南丹市において今後3年間に必要な介護サービスの総費用から算出された「基準額」をもとに、本人や世帯の所得に応じて決められます。

※老齢福祉年金とは、明治44年4月1日以前に生まれた方、または大正5年4月1日以前に生まれた方で一定の要件を満たしている方が受けている年金です。
※合計所得金額とは、収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。
※租税特別措置法に規定される長期譲渡所得または短期譲渡所得のいずれかに係る特別控除額がある場合は、その特別控除額を合計所得金額から控除した
額で判定します。また、第1～5段階（市民税非課税の方）の判定においては、所得税法に規定される公的年金収入に係る所得金額を合計所得金額から
控除した額で判定します。
※課税年金収入額とは、国民年金・厚生年金・共済年金など課税対象となる年金収入額のことです。なお、障害年金・遺族年金・老齢福祉年金等は含まれ
ません。
※低所得高齢者の保険料軽減強化を行い、公費の投入により、第1段階の介護保険料は22,890円（基準額×0.30）、第2段階は38,160円（基準額×
0.50）、第3段階は53,420円（基準額×0.70）に減額されます。
※前年の所得が不明の場合は、いったん暫定的に保険料を決定させていただきます（所得の申告後、保険料を精算）。
　前年の所得の申告をされていない場合は、市役所までご相談ください。

くため、また、今後介護が必要になったときのため
に、保険料は必ずお納めください。

　　保険料の納め方を自分で選びたいのですが、納付方
法は選べないのですか?

　　介護保険料は原則として年金から納めることになっ
ており、年金の受給額によって納め方が法律で定め
られています。納め方を個人で選択することはでき
ませんので、市からの通知にしたがって、決められ
た方法で納付をお願いします。

　　保険料はいつから納め始めるのですか?
　　第1号被保険者として保険料を納めるのは、65歳に
なる月（誕生日が1日の方はその前月）分からです。

　　サービスを利用しなくても保険料を納めないといけ
ないのですか?

　　サービスを利用している、利用していないにかかわ
らず、原則として40歳以上の人は全員が保険料を
納めなければなりません。介護保険は、助け合いの
精神に基づく社会のしくみです。制度を維持してい

介
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＆　


